
NO.311 模型の 3D スキャンを活用した建築設計教育システムの構築 

―ピアラーニングの促進を目指してー 
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1.研究の背景と目的                     

近年、建築分野では VRや 3D スキャンといったデジタ

ル技術の活用が進み、設計意図の可視化や空間理解を補

助する新たな手法として注目されている。しかし、これ

らの技術に関する研究は、表現技法等では多くみられる

ものの、建築設計教育における学習支援ツールとしての

実践的活用では限定的である。国内の建築分野における

VRを活用した教育研究として、増田ら 1)は、模型をオブ

ジェクト VRとして記録・提示する手法を設計教育に導入

し、遠隔・非同期環境においても模型の立体情報を共有

できる点から、学習支援ツールとしての有効性を示して

いる。また、侯ら 1)は VR空間におけるスケール体験の活

用を通して、設計理解の補助効果を報告している。 

本研究では、学生が制作した模型を 3Dスキャンによっ

て記録・共有する仕組みを授業内に導入する。その上

で、設計プロセスの振り返りや、学生同士の比較・議論

を促進する仕組みによる教育効果の検証をし、VRを活用

した建築設計教育システムの提案をすることを目的とす

る。そして、スマートフォンアプリ「Scaniverse」を用

いて模型をデジタル化し、オンライン上で閲覧・共有す

る方法を実践することで、時間や場所に依存しない学び

の継続とピアラーニングの促進を目指す。 

2.研究の位置付け                   

建築設計教育において、模型や立体情報をデジタル技

術によって共有・活用する試みは、これまでの研究で検

討されてきた。オブジェクト VRや遠隔教育を用いた先行

研究では、模型の立体情報を多方向から提示すること

で、空間理解を促進する有効性が示されている。しか

し、これらは教員が撮影・作成した教材を学生が閲覧す

る形式が中心であり、学生同士が作品を参照し合う学習

や、設計過程を継続的に共有する視点は十分に扱われて

いない。本研究は、学生自身が模型を 3Dスキャンし、制

作過程を記録・共有・コメントできる建築設計教育シス

テムの構築することで、設計プロセスの可視化とピアラ

ーニングの促進を同時に実現する点に特徴がある。 

3.研究の方法                      

本研究では、以下の 3つの段階で行う。 

1）オンライン上で共有する仕組みを導入し、エスキス毎

に制作する模型を 3Dスキャンによって記録し、経過を観

察する。 

2)共有した模型データを閲覧できるようにし、作品に関

するコメントを収集し、コメントの内容を把握する。 

3)共有の仕組みによる教育効果の検証と今後の課題を整

理し、VRを活用した建築設計教育システムの提案をする 

4.調査の方法                     

4-1. 模型を 3Dスキャンによって記録し、オンライン上

で共有する仕組み 

模型を 3Dスキャンによって記録し、オンライン上で共

有する仕組みを図 2に示す。「Scaniverse」のアカウント

を個別に登録後、模型を 3Dスキャンによって撮影し

（❶）、対象とした学生全員が閲覧できる状態にした。そ

の上で、模型を見た感想を記載してもらい(❹)、すべて

のコメントを個別にまとめ、フィードバック(❻)した。 

4-2.アンケート調査 

各回アンケート調査を実施した。フィードバックのコ

メントも含め、得られたデータを定量・定性的に分析

し、3Dスキャン活用が学習意識や相互学習に与える影響

など教育効果を検証した。 

4-3. 調査内容と調査項目 

調査項目を表１に示す。実施期間は、2025年 5〜7月

の 6 回行った。学生への調査項目は、「VR撮影について

て」に関する 5 項目や、「VRを活用した建築設計につい
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撮影協⼒ありがとうございます。 
 
お部屋の中まで作り込まれていて、模型が完成に近
づいてきて、どんな家になるか楽しみです。 
外観を⼯夫して、あと少し！！頑張りましょう！！ 
 
撮影は上⼿に出来ていました。 
 
みんなからのコメント載せておきます。 
参考にしてください。 
 
 

 
  

模型が細部まで作り込まれていてすごいと思った。

家の中にも緑があっていいと思った。

階段の設置が個性的でいいとおもった

すごすぎるえぐい

中の階段がオシャレだと思った。

模型が完成していてすごい

模型が細かくてすごいし進みが早い。

かなり具体的に仕上がっていて完成も楽しみです

内観がとても素敵 作り込まれていてすごい

模型がほぼ完成していてすごい

進化していてとてもすごい。

⾃分のものです。

インテリアや植物までできていて家の感じが伝わりやすいと思った

階段素敵すぎ

。 



て」の 8 項目、そして、感想などとした。 

4-4.調査対象 

本研究の調査対象は、S大学の住宅設計を履修する A

スタジオの 2年生 17 名である。加えて、該当授業の担当

教員 A教員 1 名と他のスタジオ教員 4 名にもアンケート

を行った。 

5.アンケート調査結果                   

教育効果の検証として、毎回アンケート調査を行っ

た。「他者の作品からの学びについて：他の学生のスタデ

ィ模型を、VRを利用していつでも見られることで、自分

の設計に新たなアイデアや刺激を得られていると思う」

という質問にはどの回でも 8 割以上が「そう思う」や

「ややそう思う」と回答していた。これにより、3Dスキ

ャンを活用した模型の記録・共有の仕組みが、学生の設

計プロセスの理解および相互学習の促進に有効であった

ことが確認された。また、自由記述の回答から特に、自

身の模型を毎回 3D スキャンし時系列で振り返ることにつ

いて、学生は「設計の変化などを客観的に把握できた」

と回答しており、設計過程の可視化が学びの整理に寄与

していることが示された。立体データとして模型を見直

すことで、制作時には意識できなかった形態の特徴や改

善点に気づいたという意見も多く、3Dスキャンによる記

録が振り返りの質を高めているといえる。 

そして、自由記述では、「新たなアイデアや刺激を得ら

れた」、「VRで他の人の作品を参考にできるので作業がし

やすかった」といった肯定的な回答が多数見られ、ピア

ラーニングの促進に一定の効果があった。従来の講評会

では時間的制約により十分に行えなかった比較や観察

が、3Dスキャンデータを通じて可能となり、学習の幅が

広がったことにより一定の教育効果が得られた。これに

より、本研究で構築した教育環境は、模型を学習資源と

して活用し、主体的かつ相互的な学びを支援する仕組み

として有効である。 

6.まとめ                       

本研究は、建築設計教育において学生が制作した模型

を 3Dスキャンし、設計の過程を記録・共有できる仕組み

による教育効果の検証をした。その結果、自身の設計を

時系列で振り返りやすくなり、他者の作品からも知恵を

得て刺激を受けるなど、設計プロセスの理解やピアラー

ニングの促進に一定の効果が確認された。以上より、本

手法は教育現場への応用可能性が高いと考えられる。 

7.今後の課題と提案                 

仕組みについて、「Scaniverse」のアカウントを個別に

登録・保存してもらったが、全体の管理ができない問題 

があった。そのため、アカウントの設定から運営側が管

理し、学生がアプリを削除しても保存可能な状況にする

必要がある。また、今回は classroomや Google フォーム

などを活用し実施したが、プロセスを簡易化することも

今後の課題である。撮影の質については、機種や OS のバ

ージョンや模型の色の影響を受けることも把握したた

め、端末や模型材料・撮影環境の提供も整うことが理想

である。ピアラーニングについては、コメント内容が感

想中心に留まっている傾向があり、より効果が得られる

記載方法等の模索も必要である。研究としては、限られ

た期間・対象での実施であった点や、成果物の質的変化

を十分に分析できていない点も課題である。これらを踏

まえ、VRを活用した建築設計教育システムの提案を図 4

に示す。 
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図 3 他者の作品からの学びについて(n=15) 

表１ 調査項目と実施日 

 
回答方式 回答数

①6月

12日

②6月

19日

③6月

26日

④7月3

日

⑤7月

10日

⑥7月

17日

4選択 15 ○

自由記述 15 ○

2選択 15 ○

4選択 15 ○

5段階評価 15(14) ○ ○ ○ ○ ○ ○

5段階評価 15(14) ○ ○ ○ ○ ○

5段階評価 15(14) ○ ○ ○ ○ ○ ○

5段階評価 15(14) ○ ○ ○ ○ ○ ○

5段階評価 15(14) ○ ○ ○ ○ ○ ○

5段階評価 15(14) ○ ○ ○ ○ ○ ○

5段階評価 15(14) ○ ○ ○ ○ ○ ○

5段階評価 15(14) ○ ○ ○ ○ ○ ○

5段階評価 14 ○

モチベーションについて：自分の模型が記録、他の学生と共有　

されることで、設計課題に対する意欲が高まると思う

設計の振り返りについて：3Dスキャンされた自分の模型の履歴

を時系列で閲覧することで、自身の設計案の変遷を客観的に把

握できた

学生同士のコミュニケーションについて：授業内以外でもオン

ライン上で他の学生の模型を見たり意見を交換したりすること

で、学生同士の議論やコミュニケーションが活発になると思う

調査項目

学生

VR撮影に　　

ついて

VR撮影に使用する予定の端末について：VR撮影（3Dスキャンな

ど）に使用可能な端末を教えてください

携帯の機種・バージョンについて

３DスキャンといったVRなどの360度写真を知っていましたか

「知っていた」と答えた方で、どのようなソフトを使ったこと

がありますか

技術の使いやすさに対する印象について：3Dスキャンの操作や　

共有モデルの閲覧システムは、使いやすく学習の妨げにはなら

ないと思う

VRを活用した

建築設計に　

ついて

VR活用について：設計の学びにおいて、VRの利用が役立つと　

感じる

他者の作品からの学びについて：他の学生のスタディ模型をVR

を利用していつでも見られることで、自分の設計に新たなアイ

デアや刺激を得られると思う

フィードバックについて：VR化したスタディ模型として共有す

ることで、教員からより的確で深いフィードバックが得られる

と　思う

設計プロセスの理解について：VRを活用することで、自分の設

計プロセス（発想から完成まで）の流れや特徴をより深く理解

できるようになると思う

形態・素材検討について：VR化したスタディ模型データを記

録・共有することで、形態や素材についての検討をより深める

ことができると思う

運営(教員)側 共有・管理プラットフォーム

〈3Dスキャンの環境整備〉
・⼀括アカウント管理
・端末貸し出し
・データ管理

3D模型
閲覧

コメント
⼊⼒

コメント
閲覧 ・模型を3Dスキャン

・他学⽣の模型閲覧
・コメント記⼊・閲覧

利⽤(学⽣)側

図 4  VR を活用した建築設計教育システムの提案 
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